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に知らせてください。

6．試験開始の合図があったら，解答用紙に受験地，受験番号を記入して，解答を始めてください。

7．試験終了の合図と同時に解答をやめてください。

8．問題冊子及び残った解答冊子は持ち帰ってください。
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第 1問　次の文章中の空欄（　ア　）～（　タ　）に入る数値を答えよ。

問 1　 図 1に示すように，水平でなめらかな板の上で，質量が 2.0 kgで速さが 5.0 m/sの物体 Aと，

質量が等しく速さが 1.0 m/sの物体 Bが衝突する。物体 Bには質量の無視できるばねが取り

付けられているため，衝突過程において両物体の速度が等しくなる瞬間がある。このとき

の両物体の速さは（　ア　）m/sなので，ばねに蓄えられている弾性エネルギーは（　イ　）

Jである。ばねに蓄えられた弾性エネルギーは，衝突後は全て物体の運動エネルギーになる

ので，物体 Bの速さは（　ウ　）m/sとなり，これは反発係数（　エ　）の衝突に等しい。
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図 1

問 2 　 図 2に示すように，水平な机の上にある質量 2.0 kgの物体 Aに，軽くて伸びない糸をつけ，

机の端につけられた軽い滑車を通して，質量 3.0 kgの物体 Bにつなぐ。記号 〔m/s2〕を重

力加速度の大きさとしたとき，物体 Aと机の間に摩擦がない場合，物体 Bの落下する加速

度 aの大きさは（　オ　） 〔m/s2〕，糸が物体を引く力の大きさ Tは（　カ　） 〔N〕

である。物体 Bの落下する加速度 aの大きさが 0.50 〔m/s2〕の場合は，糸が物体を引く力

の大きさ Tが（　キ　） 〔N〕なので，物体 Aと机との動摩擦係数は（　ク　）である。

　　　　　　　　　　　　　　 図 2
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問 3　 質量 10 g，温度 -10℃の氷に，熱量 210 Jを加えると温度が 0℃の氷になり，さらに熱量

3300 Jを加えると，氷が解けて温度が 0℃の水になった。以上より，氷の比熱は（　ケ　）

J /（g･K），融解熱は（　コ　）J/gとわかる。

問 4　 熱容量を無視できる断熱容器に入れられた温度 20℃，質量 100 gの水の中に，温度 75℃，

質量 100 gの金属を入れてしばらくすると，熱平衡に達し 25℃になった。このとき，水が

得た熱量は（　サ　）Jで，金属の比熱は（　シ　）J /（g･K）である。た だし，水の比熱を

4.2 J /（g･K）とする。

問 5　 ピストンのついたシリンダーに定積モル比熱が 1.5R〔J /（mol･K）〕の理想気体を入れ，その

圧力と体積を図 3のように A→B→C→Aと変化させた。ここで，状態 Bの圧力は状態 Aの

4.0倍，B→Cは断熱変化であり状態 Cの温度は状態 Bの 0.57倍となった。状態 Aの圧力と

体積をそれぞれ P〔Pa〕，V〔m3〕としたとき，A→Bの変化で気体に加えられた熱量は（　

ス　） 〔J〕，B→ Cの変化で気体がした仕事は（　セ　） 〔J〕，C→ Aの変化で

気体がされた仕事は（　ソ　） 〔J〕なので，A→B→C→Aの熱効率は（　タ　）%で

ある。ただし，R〔J /（mol･K）〕は気体定数である。
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図 4

第 2 問　波に関する次の問い（問 1～ 2）に答えよ。

問 1　 X線を利用した物質の構造解析では，原子が規則正しく並んで

いる固体試料に，波長が既知の X線を照射する。原子の並び

と平行な平面に対して，X線を角度 θ の方向から入射すると，

散乱した X線は干渉により特定の角度で強め合う回折現象が

起きる。以下の問い（ア）～（エ）に答えよ。

（ア）原子が規則正しく並んでいる固体物質を何というか。

（イ）  原子が規則正しく並んでいる面（原子配列面）に，波長 

λ〔nm〕の X線を照射した。入射角を，原子配列面に対

して小さな角度から徐々に増やしたところ，角度 θ〔º〕

で初めて強く反射した。原子配列面の間隔 d〔nm〕を波

長 λ〔nm〕と入射角 θ〔º〕を用いて表せ。

（ウ）散乱された X線が干渉して強め合う条件を何というか。

（エ）  粉末試料に対して波長 0.15 nmの X線を使って回折分析

をしたところ，図 4のように 2θ = 60ºにおいて初めて強

いピークが現れた。このときの d〔nm〕の値を求めよ。

問 2　 地震が発生すると，震源から離れた地点に，まず P波（縦波）が，次に S波（横波）が到

達する。P波と S波との到達時間の差を初期微動時間と呼ぶ。地震発生時における初期微動

時間を Δt〔s〕，震源距離（観測地点から震源までの距離）を d〔km〕，比例定数を k〔km/s〕

とすると，d = k･Δtと表される。以下の問い（ア）～（ウ）に答えよ。

（ア）  P波の速さを 〔km/s〕，S波の速さを 〔km/s〕として，比例定数 kを， と を

用いて表せ。

（イ）P波の速さが 5.0 km/s，S波の速さが 3.0 km/sのときの kの値を求めよ。

（ウ）  P波の速さが 5.0 km/s，S波の速さが 3.0 km/s，初期微動時間が 6.0 sであったとする。

震源距離を求めよ。
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第 3問　図 5のように，直方体の試料を xy水平面上におき，z軸正方向に磁束密度 B〔T〕の一
様な磁場を加える。そして y軸正方向に I〔A〕の電流を試料に流したところ，yz平面と平行な，

試料上の面 Pと面 Q間に V〔V〕の電位差が生じた。このとき面 Pの方が面 Qよりも高電位で

あった。直方体試料の x軸方向と z軸方向の長さはそれぞれ a〔m〕，c〔m〕であり，電流が流

れる試料中のキャリアの電荷の絶対値は e〔C〕であるとする。次の問い（問 1～ 5）に答えよ。

　
図 5

問 1 　 y軸と平行な向きに速さ 〔m/s〕で動くキャリアにかかるローレンツ力の大きさを求めよ。

問 2　 この試料中のキャリアの電荷は正か負のどちらか。

問 3　 この試料中のキャリアが試料の面 PQ間に生じた電場から受ける力の大きさを求めよ。

問 4　 試料中を進むキャリアは磁場と面 PQ間に生じた電場の両方から力を受け，y軸と平行な向

きに速さ 〔m/s〕で直進する。試料中を直進するキャリアの速さ 〔m/s〕を求めよ。

問 5　 試料中の単位体積当たりのキャリアの数が n〔1/m3〕であったとき，磁束密度 B〔T〕の大

きさを求めよ。
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第 1問　次の問い（問 1～ 3）に答えよ。　

　原子の中心には（　a　）があり，その周囲には負の電荷をもつ（　b　）が取り巻いている。

（　a　）は，正の電荷をもつ（　c　）と，電荷を持たない（　d　）からなる。（　b　）の数と

（　c　）の数は同数であり，原子全体では電気的に中性な状態である。

　原子に含まれる（　c　）の数は，元素の種類ごとに決まっており，その数を（　e　）という。

問 1　 文中の空欄（　a　）～（　e　）を補うのにもっとも適切な語句を（ア）～（ス）から 1つ

選び記号で答えよ。

（ア）電子　　　　（イ）陽子　　　　（ウ）陰イオン　　　（エ）陽イオン

（オ）中性子　　　（カ）原子核　　　（キ）質量数　　　　（ク）閉殻構造

（ケ）電子殻　　　（コ）遷移　　　　（サ）原子番号　　　（シ）元素記号

（ス）同位体

問 2　 図 1に示す窒素原子の（　c　）の数，（　d　）の数，質量数を数字で答えよ。

　　　　　　　　　　　　　　
図 1

問 3 　 図 2はネオンの電子配置を示したものである。図 2にならって，（ア）～（エ）の原子の電

子配置を答えよ。ただし，電子 1個を で表すものとする。

　　　　　　　　　　　　　　

図 2　ネオン

（ア）水素原子　　　（イ）ホウ素原子　　　（ウ）酸素原子　　　（エ）フッ素原子
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第 2問　次の問い（問 1～ 4）に答えよ。　

　鉄は，日常品のほか，器具や機械材料，建築構造材など多岐に渡って使用される有用な金属であ

る。しかしながら，鉄は酸素と非常に結びつきやすい性質を持ち，①湿気の多い空気中に放置する

と，さびを生じて腐食する欠点を持つ。さびの発生には，いくつかの化学反応が関与するが，その

代表的なものを次に挙げる。

Fe　→　Fe2＋　＋　2 e－ 反応Ⅰ

4 Fe2＋　＋　O2　＋　4 H＋　→　4 Fe3＋　＋　2 H2O　 反応Ⅱ

O2　＋　4 H＋　＋　4 e－　→　 2 H2O 反応Ⅲ

2 Fe3＋　＋　4 H2O　→　Fe2O3・H2O　＋　6 H＋ 反応Ⅳ

問 1　 反応Ⅰ～Ⅳのような電子の授受が関与するもっとも適切な反応名を答えよ。

問 2　 反応Ⅱにおける酸化剤および還元剤をそれぞれ答えよ。

問 3　 下線部①は下記の化学反応式で示される。反応Ⅰ～Ⅳを用いて，係数を入れた化学反応式

を答えよ。

（　　）Fe　＋　（　　）O2　＋　（　　）H2O　→　（　　）Fe2O3・H2O

問 4　 海沿いの道を走る自動車や，海上の大橋はさびやすい。その原因として，水滴に塩類が含

まれるため，電気伝導度が増加することが一因である。そこで，塩類を含む水滴に鉄を放

置したとき，もっとも促進される反応を反応Ⅰ～Ⅳから 1つ選び記号で答えよ。
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第 3問　次の問い（問 1～ 5）に答えよ。

　20 mmol/Lの酢酸ナトリウム水溶液 100 mLと 10 mmol/Lの酢酸水溶液 100 mLを混和して緩衝液

を調製した。原子量は H = 1.00，C = 12.0，O = 16.0，Na = 23.0とする。なお，混和による体積変化

は無視できるものとする。

問 1　 20 mmol/Lの酢酸ナトリウム水溶液 100 mLを調製するに必要な酢酸ナトリウムの質量（g）

を有効数字 2桁で答えよ。

問 2　 10 mmol/Lの酢酸水溶液の pHを表す正しい式はどれか。（ア）～（オ）から 1つ選び記号

で答えよ。なお，KAは酢酸の電離定数（単位は mol/L）である。

（ア）pH = log10 KA － 2　

（イ）pH = － log10 KA ＋ 2

（ウ）pH = 0.5 log10 KA － 1　

（エ）pH = － 0.5 log10 KA ＋ 1 

（オ）pH = － log10 KA

問 3　 この緩衝液中の酢酸ナトリウムと酢酸の電離状態に関する正しい文を（ア）～（カ）から

2つ選び記号で答えよ。

（ア）酢酸ナトリウムはほぼ完全に電離している。

（イ）酢酸ナトリウムは半分だけ電離している。

（ウ）酢酸ナトリウムはほとんど電離していない。

（エ）加えた酢酸はほぼ完全に電離している。

（オ）加えた酢酸は半分だけ電離している。

（カ）加えた酢酸はほとんど電離していない。
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問 4　 緩衝液中の酢酸イオン［CH3COO−］のモル濃度と，電離していない酢酸［CH3COOH］のモ

ル濃度にもっとも近い値を（ア）～（オ）から 1つずつ選び記号で答えよ。

（ア）2.5 mmol/L　　（イ）5.0 mmol/L　　（ウ）10 mmol/L

（エ）20 mmol/L　　（オ）30 mmol/L

問 5　 この緩衝液の pHを表す式を（ア）～（カ）から 1つ選び記号で答えよ。

（ア）pH = log10 KA ＋ log102

（イ）pH = log10 KA

（ウ）pH = log10 KA – log102 

（エ）pH = － log10 KA ＋ log102

（オ）pH = － log10 KA 

（カ）pH = － log10 KA – log102
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第 4問　次の問い（問 1～ 4）に答えよ。

　下記に示した医薬品（アセトアミノフェン，アセチルサリチル酸，サリチル酸メチル）について

下記の実験を行った。次の問いに答えよ。ただし，原子量は H = 1.00, C = 12.0, O = 16.0 とする。

O

N

H
C

H3C

O C
HO O

O
C
CH3

O

C
O

O

OH

CH3

H

　　　　　 アセトアミノフェン　　     アセチルサリチル酸　　  　サリチル酸メチル

問 1　 アセトアミノフェンが加水分解して得られる芳香族化合物の構造式を答えよ。

問 2　 アセチルサリチル酸を高温多湿な環境に長時間放置すると塩化鉄の呈色反応を示す化合物

に変化する。この環境下でアセチルサリチル酸が何に変化したか，この化合物の構造式を

答えよ。

問 3　 アセトアミノフェンとアセチルサリチル酸に対し炭酸水素ナトリウム水溶液を加えよく振

とうした。このとき炭酸水素ナトリウム水溶液に溶解する医薬品の名称を答えよ。また，

その医薬品のナトリウム塩の構造式を答えよ。

問 4　 6.84 gのサリチル酸メチルを塩基性条件下にて加水分解反応を行い、サリチル酸 C7H6O3を

合成した。完全に反応が進行した場合のサリチル酸の質量（g）を有効数字 3桁で答えよ。
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第 1問　次の文章を読み，下の問い（問 1～ 3）に答えよ。

　生体内のさまざまな化学反応は，酵素によって促進されている。例えば，過酸化水素水にニワト

リなどの肝臓片を加えると，過酸化水素は急激に分解されて，酸素と水になる。酵素はおもにタン

パク質でできており，そのはたらきは，温度や，溶液の酸性・アルカリ性の強さの影響を受ける。

生体内では（　①　）とよばれる非常に多くの連続した反応から成り立っているが，これはそれぞ

れの化学反応を進める酵素が存在しているからである。私たちの消化管には（　②　）や（　③　），

炭水化物などを分解する酵素が存在し，消化を助けている。これらの（　②　）や（　③　）を分

解する酵素は微生物などにも存在し，衣類汚れを落とす洗濯用洗剤にも含まれていることがある。

酵素の多くは細胞内ではたらいているが，このように，酵素は細胞外でも機能を失うことなくはたら

くのである。

問 1　 文中の空欄（　①　）～（　③　）を補うのに最も適切な語句を記せ。

問 2　酵素に関する記述のうち，正しいものをすべて選び記号で答えよ。

（ア）反応の前後で立体構造が変わる。

（イ）触媒反応においては ,　何度でも繰り返して再利用される。

（ウ）ヒトの細胞内ではたらくものは ,  約 40oC で反応速度が最大になるものが多い。

（エ）  物質 Aから B，Cを経て最終産物 Dとなる場合（A → B → C → D），4種類の酵素が

関与する。

問 3　 実生活で洗濯用洗剤以外に酵素が用いられている例を 1つ挙げよ。
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図 1

第 2 問　次の文章を読み，下の問い（問 1～ 5）に答えよ。

　図 1のようにカエルから摘出した 2つの心臓（a, b）

をガラス管で接続し，カエル用のリンガー液（カエル

の体液に似た塩類溶液）を心臓 aに流し，心臓 aを出

たリンガー液が心臓 bに流れ込むように設置した。こ

の状態でも，心臓は規則正しく拍動している。さら

に，心臓 aにつながる（A）2種類の自律神経の一方に

電極をつなぎ，この神経を電気刺激すると心臓 aの心

拍数が減少した。このとき，（B）心臓 bは心臓 aより

遅れて心拍数が減少した。

問 1　 下線部（A）について，電気刺激を加えた自律神経の名称を答えよ。

問 2　  下線部（A）について，電気刺激を加えた自律神経の末端から分泌され，心臓に信号を伝え

て心拍数を減少させている物質の名称を答えよ。

問 3　 下線部（B）について，心臓 bの心拍数が減少したのはなぜか，正しい理由を（ア）～（ウ）

から 1つ選び記号で答えよ。

（ア）心臓 aを刺激した電気が心臓 bにも伝わり，心臓 bの自律神経を刺激した。

（イ）  心臓 aの刺激された自律神経の末端から分泌された物質が，リンガー液に溶け出し，

心臓 bの組織に受容された。

（ウ）心臓 aを刺激した電気が心臓 bにも伝わり，心臓 bの細胞を麻痺させた。

問 4　 この実験の結果とは逆に，心拍数を増加させる自律神経の名称とその自律神経の末端から

分泌される物質の名称をそれぞれ答えよ。

問 5　 次の神経系に関する記述について，正しいものを（ア）～（エ）からすべて選び記号で答

えよ。

（ア）自律神経系は，脳や脊髄とは独立した神経系である。

（イ）自律神経系は，内臓などの機能を調節する。

（ウ）暑いときや緊張したときに汗をかくのは，自律神経系のはたらきによる。

（エ）ホルモンの分泌は，神経系の支配を受けない独立した情報伝達系である。

－ 13－
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第 3問　次の文章を読み，下の問い（問 1～ 5）に答えよ。

　真核生物の（A）DNAは（　①　）を形成しており，（　②　）などのタンパク質とともに折りた

たまれた状態で存在している。したがって，そのままでは，RNAポリメラーゼがプロモーターに

近づくことができず転写も始まらない。折りたたまれた（　①　）がほどけた状態になると，RNA

ポリメラーゼがプロモーターに結合できるようになる。原核生物の RNAポリメラーゼが直接プロ

モーターを認識して結合するのに対し，真核生物の RNAポリメラーゼは，単独ではプロモーター

に結合できない。プロモーターや構造遺伝子から離れた位置には（B）転写調節領域があり，この領

域に結合した抑制因子や活性化因子などの調節タンパク質が，転写複合体に作用して転写を調節す

る。このとき，DNAが折れ曲がってループを形成することで，離れた位置にある転写調節領域が

プロモーターの近くに集まる。1つの構造遺伝子に対して複数の転写調節領域があり，環境に応じ

て調節が行われる。

　原核生物では同じ機能にかかわる複数の遺伝子が（　③　）としてまとまって調節されることが

あるのに対し，真核生物では，同じ機能にかかわる遺伝子は，互いに離れた位置にあっても同じ塩

基配列の転写調節領域をもつことで，同じ調節タンパク質に調節されて協調的に発現する。

　近年，遺伝情報や遺伝子発現の解析に（C）バイオテクノロジーが利用され，さまざまな生物の遺

伝情報が次々と明らかにされている。バイオテクノロジーには，（D）遺伝子組換え技術や，DNAを

増やす技術，DNAを分離する技術，DNAの塩基配列を調べる技術などがある。

問 1　 下線部（A）に関する記述のうち，正しいものを 2つ選び記号で答えよ。

（ア）  DNAは，ヌクレオチド鎖 2本が互いに向かいあい，内側に突き出た糖どうしが水素結

合して全体にねじれた二重らせん構造をしている。

（イ）DNAを構成するヌクレオチドは，糖としてデオキシリボースをもつ。

（ウ）  ある生物の DNAの塩基の構成比率を調べたところ，グアニンとシトシンの和が 60%

であった。この DNAはアデニンとチミンをそれぞれ 20%含むと推定される。

（エ）DNAの複製起点では，制限酵素という酵素が結合して二重らせん構造がほどかれる。

（オ）DNAポリメラーゼは，プライマーがなくても新たな鎖を合成できる。

問 2　  文中の空欄（　①　）～（　③　）を補うのに最も適切な語句を（ア）～（ク）から選び

記号で記せ。

（ア）オペロン　　　（イ）クロマチン　　（ウ）テロメア　　　　　（エ）エキソン

（オ）イントロン　　（カ）ヒストン　　　（キ）スプライシング　　（ク）コドン

－ 14－
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問 3　下線部（B）について，転写促進および抑制にはたらく転写調節領域の名称を答えよ。

問 4　下線部（C）について，考えられる課題を 2つ答えよ。

問 5　 下線部（D）に関する記述のうち，正しいものを 3つ選び記号で答えよ。

（ア）ウイルスの DNAはベクターとして，遺伝子導入に利用される。

（イ）  抗生物質であるアンピシリンを含む培地では，アンピシリン耐性遺伝子をもつプラス

ミドを取りこんだ大腸菌は生育できない。

（ウ）  PCR法（ポリメラーゼ連鎖反応法）は，一定の温度条件下で，わずかな DNAをもとに，

同じ DNAを多量に増幅する方法である。

（エ）  電気を通す水溶液中で DNAに電圧を加えると，DNAは－（マイナス）極の方向へ移

動する。

（オ）  DNAマイクロアレイ解析とは，転写された mRNAの量から遺伝子の発現パターンを

解析する手法である。

（カ）  患者の遺伝情報を調べ，その患者にあう薬を投与するなど個人にあった医療をテーラ

ーメイド医療という。
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第 1問　次の 5問を，すべて解答しなさい。

（1）  を計算しなさい。

（2）  を因数分解しなさい。

（3）  a，bは整数とする。aを 3で割ると 2余り，bを 6で割ると 5余った。a＋ bを 3で割

った時の余りを求めなさい。

（4）  を循環小数で表しなさい。

（5）  半径 5 の球に高さ 6 の円柱が内接するとき，この円柱の体積を求めなさい。なお，円

周率はπとする。

［計算欄］

－ 26－
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第 2問　次の 3問を，すべて解答しなさい。

（1）  のとき，  の値を求めなさい。

（2）2cos2θ＋ 3sinθ＝ 3（0≦θ＜π）をみたすθを求めなさい。

（3）1≦ x≦ 100のとき，関数  の最小値を求めなさい。

［計算欄］

－ 28－
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［計算欄］
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第 3問　2次方程式  の 2つの解を α，β （ただし α＞ β）とするとき，次の問
いに答 えなさい。

（1）α－ β の値を求めなさい。

（2）α3 の値を求めなさい。

（3）  の値を求めなさい。

（4）  の値を求めなさい。

（5）  の値を求めなさい。

［計算欄］

－ 30－
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第 4問　一辺の長さが xの正方形を底面とする直方体がある。ここで底面以外の 5つの面の面
積の和は 75とする。この直方体の体積を Vとするとき，次の問いに答えなさい。

（1）x ＝ 3のとき，体積 Vの値を求めなさい。

（2）体積 Vを，xを用いた最も簡単な式で表しなさい。

（3）  を求めなさい。

（4）体積 Vの増減表を完成させなさい。

（5）体積 Vの最大値を求めなさい。

［計算欄］

－ 32－
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第
一
問　
次
の
問
い
（
問
一
〜
二
）
に
答
え
よ
。

問
一　

①
〜
⑮
の
傍
線
部
の
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
で
記
せ
。

①　

小
春
ビ
ヨ
リ　
　
　
　
　
　
　

②　

コ
ジ
ョ
ウ
落
日　
　
　
　
　
　

③　

捲
土
チ
ョ
ウ
ラ
イ　

④　

温
厚
ト
ク
ジ
ツ　
　
　
　
　
　

⑤　

前
言
を
テ
ッ
カ
イ
す
る　
　
　

⑥　

前
人
ミ
ト
ウ
の
快
挙　

⑦　

一
朝
イ
ッ
セ
キ　
　
　
　
　
　

⑧　

ク
ロ
ウ
ト
は
だ
し　
　
　
　
　

⑨　

コ
ウ
チ
拙
速　
　

⑩　

エ
シ
ャ
定
離　
　
　
　
　
　
　

⑪　

ド
ウ
シ
ョ
ウ
異
夢　
　
　
　
　

⑫　

波
乱
バ
ン
ジ
ョ
ウ
の
生
涯

⑬　

ジ
ョ
シ
ツ
が
必
要
な
部
屋　
　

⑭　

無
理
サ
ン
ダ
ン
を
言
う
人　
　

⑮　

オ
ク
ビ
ョ
ウ
な
人

問
二　

⑯
〜
㉚
の
傍
線
部
の
読
み
を
、
ひ
ら
が
な
（
現
代
仮
名
遣
い
）
で
記
せ
。

⑯　

堅
忍
不
抜　
　
　
　
　
　
　
　

⑰　

風
刺
漫
画　
　
　
　
　
　
　
　

⑱　

昼
夜
兼
行　

⑲　

深
山
幽
谷　
　
　
　
　
　
　
　

⑳　

浅
薄
な
知
識　
　
　
　
　
　
　

㉑　

全
国
を
遊
説
し
て
回
る

㉒　

誤
解
さ
れ
て
甚
だ
迷
惑　
　
　

㉓　

春
を
彩
る
花　
　
　
　
　
　
　

㉔　

諸
説
紛
紛
で
ま
と
ま
ら
な
い

㉕　

侮
蔑
の
ま
な
ざ
し　
　
　
　
　

㉖　

旭
日
昇
天
の
勢
い　
　
　
　
　

㉗　

躍
起
に
な
る

㉘　

一
網
打
尽　
　
　
　
　
　
　
　

㉙　

傘
下
に
入
る　
　
　
　
　
　
　

㉚　

生
殺
与
奪　
　

第
二
問　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
い
（
問
一
〜
問
六
）
に
答
え
よ
。

科
学
と

Ⅰ

　

2
0
0
万
年
前
、
ア
フ
リ
カ
で
暮
ら
し
て
い
た
初
期
の
人
類
で
あ
る
ア
ウ
ス
ト
ラ
ロ
ピ
テ
ク
ス
は
石
器
を
作
り
、
武

器
や
調
理
器
具
な
ど
と
し
て
利
用
し
た
。
20
万
年
前
、
人
類
は
火
を
利
用
す
る
技
術
を
身
に
着
け
て
調
理
や
暖
房
に
利

用
し
た
。
調
理
に
よ
っ
て
肉
の
た
ん
ぱ
く
質
や
植
物
の
繊
維
を
消
化
し
や
す
く
変
化
さ
せ
、
植
物
が
持
つ
有
毒
成
分
を

中
和
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
食
料
の
種
類
は
大
き
く
増
え
て
、
人
間
の
栄
養
状
態
は
飛
躍
的
に
向
上
し
た
。
そ
し

て
、
そ
の
こ
と
が
人
間
の
脳
の
発
達
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

　

頭
が
よ
く
な
っ
た
人
間
は
言
語
と
文
字
を
発
明
し
、
知
識
の
蓄
積
は
大
き
く
加
速
し
た
。
そ
し
て
1
万
年
前
に
農
業

を
始
め
て
狩
猟
採
集
生
活
か
ら
定
住
生
活
に
移
行
し
、
集
落
は
次
第
に
大
き
く
な
っ
て
国
家
を
作
り
、
4
5
0
0
年
前

に
は
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
2
0
0
0
年
前
に
は
中
国
の
万
里
の
長
城
の
建
設
が
始
ま
っ
た
。

　

巨
大
な
建
築
物
を
作
る
た
め
に
測
量
技
術
や
数
学
が
発
達
し
た
。
農
業
を
行
う
た
め
に
は
暦
が
必
要
で
あ
り
、
航
海

を
す
る
た
め
に
方
角
を
知
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
、
そ
の
た
め
に
天
文
学
が
発
達
し
て
、
こ
れ
ら
が
物
理
学
に
育
っ
て

い
っ
た
。
呪
術
師
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た
病
気
の
治
療
も
、
試
行
錯
誤
の
中
で
痛
み
を
止
め
る
効
果
が
あ
る
薬
草
を
見

つ
け
る
な
ど
、
科
学
的
な
治
療
法
が
発
達
し
て
、
医
学
が
育
っ
て
い
っ
た
。
古
代
か
ら
金
は
特
別
に
価
値
が
あ
る
金
属

と
考
え
ら
れ
、
王
侯
貴
族
の
権
力
の
象
徴
や
財
産
と
し
て
蓄
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
鉛
や
鉄
を
金
に
換
え
よ
う
と
す
る

錬
金
術
が
試
み
ら
れ
た
が
、
そ
の
技
術
と
経
験
の
中
か
ら
化
学
が
育
っ
て
い
っ
た
。
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Ⅲ

　

一
方
、
科
学
は
人
間
の
好
奇
心
を
満
足
す
る
た
め
の
「
学
問
」
で
あ
り
、「
生
活
を
便
利
に
す
る
」
と
い
っ
た
目
的

は
な
か
っ
た
。
科
学
が
生
ま
れ
た
の
は
技
術
の
誕
生
か
ら
ず
っ
と
遅
れ
て
紀
元
前
6
世
紀
の
古
代
ギ
リ
シ
ャ
時
代
だ
っ

た
。
そ
の
研
究
の
対
象
は
自
然
や
人
間
を
理
解
す
る
こ
と
、
倫
理
や
政
治
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
な
ど
だ
っ
た
。

　

そ
の
頃
の
科
学
は
哲
学
と
呼
ば
れ
、
科
学
を
す
る
人
は
哲
学
者
と
呼
ば
れ
た
。
科
学
者
と
い
う
呼
び
方
が
生
ま
れ
た

の
は
今
か
ら
百
数
十
年
前
の
こ
と
だ
が
、
当
時
、
科
学
を
す
る
人
は
科
学
者
と
呼
ば
れ
る
こ
と
を
嫌
い
、
哲
学
者
と
い

う
名
称
を
好
ん
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
、
科
学
者
は
「
科
学
を
仕
事
に
し
て
、
そ
れ
で
生
計
を
立
て
る
人
」
と
い
う
意
味

で
あ
り
、
哲
学
者
は
「
学
問
を
純
粋
に
愛
す
る
人
で
あ
り
、
趣
味
と
し
て
科
学
を
研
究
す
る
人
」
と
い
う
意
味
だ
っ
た

か
ら
だ
。

　

⑴
昔
の
意
味
で
の
哲
学
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
り
、
著
者
を
は
じ
め
多
く
の
研
究
者
は
科
学
者
に
な
っ
た
。
し
か

し
、
現
在
で
も
な
お
科
学
者
が
得
る
博
士
号
は
英
語
でPh.D

す
な
わ
ち Ð

octor of Philosophy 

（
哲
学
博
士
）
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
哲
学
者
す
な
わ
ち
「
学
問
を
愛
す
る
人
」
の
精
神
が
残
っ
て
い
る
。

　

技
術
の
急
速
な
進
歩
に
比
べ
て
科
学
の
発
展
の
歩
み
は
遅
か
っ
た
。
そ
の
一
つ
の
理
由
は
、
そ
れ
ま
で
の
世
界
を
支

配
し
て
い
た
の
は
呪
術
や
魔
術
で
あ
り
、
卑
弥
呼
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
呪
術
師
や
魔
術
師
は
社
会
的
に
大
き
な
権

力
を
持
ち
、
時
に
は
国
を
治
め
る
立
場
に
立
っ
て
い
た
。
人
々
は
人
間
の
力
が
及
ば
な
い
神
や
悪
魔
の
存
在
を
信
じ
、

そ
の
怒
り
を
買
っ
て
た
た
り
を
受
け
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
科
学
は
人
々
が
信
ず
る
神
や
悪
魔
の
教
え
を

無
視
し
、
神
や
悪
魔
の
代
理
人
と
な
る
こ
と
で
国
を
治
め
る
権
利
を
得
て
い
た
為
政
者
と
対
立
し
た
。
始
皇
帝
が
焚
書

坑
儒
を
行
っ
た
よ
う
に
、
い
つ
の
時
代
で
も
時
の
支
配
者
に
反
対
す
る
学
説
は
迫
害
さ
れ
た
の
だ
。
こ
う
し
て
、
科
学

が
自
由
に
発
展
で
き
な
い
時
代
が
長
く
続
い
た
。
こ
れ
は
、
そ
の
後
の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
に
な
っ
て
も
同
じ
で
、
聖
書

の
教
え
に
反
す
る
地
動
説
を
唱
え
た
ジ
ョ
ル
ダ
ノ
・
ブ
ル
ー
ノ
が
火
炙あ

ぶ

り
に
な
り
、
や
は
り
地
動
説
を
唱
え
た
ガ
リ
レ

オ
・
ガ
リ
レ
イ
が
迫
害
さ
れ
た
よ
う
に
、
宗
教
が
科
学
を
押
さ
え
つ
け
る
歴
史
が
続
い
た
。

　

そ
の
縛
り
が
外
れ
て
、
科
学
が
自
由
に
発
展
で
き
る
時
代
が
来
た
の
は
産
業
革
命
以
後
で
あ
る
。
18
世
紀
後
半
、
英

国
で
は
綿
織
物
の
大
量
生
産
が
始
ま
り
、
機
織
り
機
、
紡
績
機
、
そ
れ
を
動
か
す
蒸
気
機
関
な
ど
が
発
明
さ
れ
、
様
々

な
技
術
が
大
き
く
発
展
し
た
。
大
工
場
が
作
ら
れ
、
農
村
か
ら
出
て
き
た
多
く
の
人
が
そ
こ
で
働
き
、
資
本
家
と
労
働

者
と
い
う
二
つ
の
階
級
が
で
き
た
。
産
業
革
命
の
波
は
世
界
中
に
広
が
り
、
明
治
の
初
め
に
は
日
本
に
も
や
っ
て
き
た
。

　

⑵
こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
、
技
術
開
発
に
科
学
が
利
用
さ
れ
、
科
学
の
成
果
は
す
ぐ
に
製
品
開
発
に
利
用
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
科
学
と
技
術
の
接
近
、
そ
し
て
「
科
学
技
術
」
の
誕
生
で
あ
る
。
す
る
と
、
科
学
を
仕
事
に
し
て
、

そ
こ
か
ら
収
入
を
得
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
科
学
を
職
業
と
す
る
科
学
者
が
誕
生
し
て
、「
問
題
解
決
の
た
め
の
科

学
」
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
現
在
の
先
進
国
は
新
し
い
科
学
技
術
を
開
発
し
て
輸
出
を
増
や
す
こ
と
に
よ

り
、
さ
ら
に
豊
か
な
国
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
激
し
く
争
っ
て
い
る
。

科
学
の

Ⅱ

　

科
学
技
術
は
人
間
の
多
く
の
夢
を
か
な
え
て
き
た
。
人
間
の
夢
は
健
康
と
長
寿
だ
が
、
現
代
の
科
学
技
術
は
か
な
り

の
程
度
ま
で
こ
れ
ら
を
可
能
に
し
た
。
そ
の
一
つ
が
新
薬
の
開
発
で
あ
る
。（
中
略
）
新
し
い
薬
は
人
類
の
福
祉
に
役
立

つ
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
開
発
し
た
企
業
に
莫
大
な
収
益
を
も
た
ら
す
。
そ
こ
で
出
て
く
る
の
が
科
学
の
不
正
で
あ
る
。
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2
0
0
0
年
、
あ
る
考
古
学
研
究
者
が
石
器
を
こ
っ
そ
り
発
掘
現
場
の
土
の
中
に
埋
め
て
お
き
、
作
業
が
始
ま
っ
た

時
に
そ
れ
を
掘
り
起
こ
し
て
「
大
発
見
」
と
称
し
て
い
た
こ
と
を
毎
日
新
聞
が
報
じ
た
。
こ
の
研
究
者
は
次
々
と
石
器

を
発
見
し
、「
神
の
手
」
と
呼
ば
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
自
作
自
演
だ
っ
た
。

　

2
0
1
3
年
、
ス
イ
ス
の
大
手
製
薬
会
社
が
開
発
し
た
高
血
圧
症
治
療
薬
の
臨
床
研
究
デ
ー
タ
に
不
正
が
あ
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
薬
の
効
果
を
調
べ
る
た
め
に
、
企
業
は
5
つ
の
大
学
に
計
11
億
円
余
り
の
研
究
費
を
提

供
し
て
臨
床
研
究
が
実
施
さ
れ
、
こ
の
薬
に
は
脳
卒
中
や
狭
心
症
の
予
防
と
い
う
特
別
の
効
果
が
あ
る
と
い
う
論
文
を

発
表
し
た
。
企
業
は
こ
の
論
文
を
販
売
宣
伝
に
利
用
し
て
、
こ
の
薬
の
売
り
上
げ
は
年
間
1
0
0
0
億
円
を
超
え
て
い

た
。
し
か
し
、
デ
ー
タ
に
不
正
な
操
作
が
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
の
後
、
こ
の
論
文
は
撤
回
さ
れ
た
。
厚
生
労
働
省
は
薬

事
法
違
反
（
誇
大
広
告
）
の
疑
い
が
あ
る
と
し
て
、
こ
の
企
業
を
捜
査
当
局
に
告
発
し
た
。

　

①

、
こ
の
よ
う
な
事
件
は
ま
だ
い
く
つ
も
あ
る
。
デ
ー
タ
を
で
っ
ち
あ
げ
た
り
、
書
き
換
え
た
り
、
他
人
の

デ
ー
タ
を
盗
ん
で
き
た
り
す
る
科
学
の
不
正
は
、
科
学
に
対
す
る
信
頼
を
失
わ
せ
る
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
科
学
者
集

団
で
あ
る
学
会
が
中
心
に
な
っ
て
不
正
の
撲
滅
に
努
力
し
て
い
る
。

　

科
学
と
は
論
理
で
あ
る
。

②

　

、
そ
の
論
理
が
間
違
っ
て
い
る
こ
と
も
珍
し
く
は
な
い
。
時
に
は
不
正
を
働

く
研
究
者
も
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
人
が
科
学
を
信
用
し
て
い
る
の
は
、
科
学
が
自
分
の
誤
り
を
正
す
仕

組
み
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
科
学
者
が
主
張
す
る
仮
説
は
別
の
科
学
者
に
よ
っ
て
「
検
証
」
さ
れ
る
。
そ

し
て
、
も
し
間
違
い
が
あ
れ
ば
訂
正
さ
れ
、
新
し
い
仮
説
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
ま
た
別
の
科
学
者
に
よ
り
検

証
さ
れ
、
訂
正
さ
れ
る
と
い
う
無
限
の
繰
り
返
し
が
行
わ
れ
る
。
だ
か
ら
、
間
違
い
や
不
正
は
必
ず
発
見
さ
れ
、
訂
正

さ
れ
る
。

　

2
0
1
4
年
1
月
、
科
学
雑
誌
『
ネ
イ
チ
ャ
ー
』
に
世
界
を
驚
か
せ
た
論
文
が
発
表
さ
れ
た
。
受
精
卵
の
細
胞
は
将

来
ど
ん
な
組
織
に
で
も
変
化
す
る
「
万
能
性
」
を
も
っ
て
い
る
、
そ
し
て
、
一
度
組
織
の
一
部
に
な
っ
た
細
胞
は
万
能

性
を
失
い
、
そ
の
組
織
に
し
か
な
れ
な
い
の
だ
が
、
こ
の
論
文
は
、
そ
の
細
胞
を
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
程
度
の
薄
い
酸

で
刺
激
す
る
と
再
び
万
能
細
胞
に
戻
る
と
主
張
し
、
こ
れ
を
S
T
A
P
細
胞
と
名
付
け
た
の
だ
。
そ
ん
な
に
簡
単
に
万

能
細
胞
が
作
れ
る
と
は
だ
れ
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
し
、
こ
れ
が
本
当
な
ら
生
物
学
も
医
学
も
大
き
く
進
歩
す
る
。
こ

の
研
究
の
中
心
は
若
い
女
性
研
究
者
で
、
理
科
系
女
子
す
な
わ
ち
「
リ
ケ
ジ
ョ
の
星
」
と
し
て
一
躍
時
の
人
に
な
り
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
有
力
候
補
と
ま
で
持
ち
上
げ
ら
れ
た
。

③

、
こ
の
論
文
が
出
た
直
後
か
ら
世
界
中
の
研
究
者
が

同
じ
方
法
を
使
っ
て
万
能
細
胞
作
り
に
取
り
組
ん
だ
が
、
だ
れ
も
成
功
し
な
か
っ
た
、
そ
の
上
、
こ
の
論
文
の
内
容
に

多
く
の
疑
問
点
が
見
つ
か
り
、
こ
の
研
究
者
の
勤
務
先
で
あ
る
理
化
学
研
究
所
は
、
研
究
に
不
正
行
為
が
あ
っ
た
こ
と

を
認
め
た
。
こ
れ
が
科
学
の
世
界
の
「
検
証
」
で
あ
り
、
科
学
の
正
当
性
を
保
証
す
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　

④

、
検
証
、
す
な
わ
ち
反
論
が
で
き
な
い
仮
説
は
科
学
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
。
例
え
ば
「
神
は
5
分
前
に

世
界
を
創
造
し
た
」
と
い
う
仮
説
は
反
論
が
で
き
な
い
。「
昨
日
、
あ
な
た
と
話
を
し
た
じ
ゃ
な
い
か
。
だ
か
ら
昨
日
、

こ
の
世
界
は
存
在
し
た
ん
だ
」
と
言
っ
て
も
、「
神
は
そ
の
よ
う
な
記
憶
を
持
っ
た
あ
な
た
を
5
分
前
に
創
造
し
た
」

と
言
わ
れ
て
し
ま
う
。（
中
略
）
反
論
が
で
き
な
い
仮
説
は
、
最
初
か
ら
科
学
的
な
根
拠
を
示
し
て
い
な
い
の
だ
。
そ

ん
な
仮
説
を
唱
え
る
人
は
「
ウ
ソ
だ
と
思
う
な
ら
、
そ
れ
を
証
明
し
ろ
」
と
い
う
が
、
そ
れ
は
ル
ー
ル
違
反
で
、
証
拠

を
提
出
す
る
の
は
仮
説
を
言
い
出
し
た
人
の
責
任
な
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
口
で
「
科
学
」
と
言
っ
て
も
、
そ
の
中
に
は
4
種
類
が
あ
る
。
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第
一
は
「

Ａ

」
で
あ
る
。
科
学
は
検
証
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
品
質
が
保
証
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
検
証
を

行
う
科
学
者
集
団
が
学
会
で
あ
り
、
学
会
が
品
質
を
保
証
す
る
科
学
が
「

Ａ

」
あ
る
い
は
、
単
に
「
科
学
」
と

呼
ば
れ
る
。

　

第
二
は
「

B

」
で
あ
る
。
科
学
は
仮
説
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
仮
説
が
検
証
を
受
け
て
、
そ
の
正
し
さ
が
証
明

さ
れ
る
の
だ
が
、「

B

」
は
ま
だ
仮
説
の
段
階
で
、
検
証
を
受
け
て
い
な
い
た
め
、「

Ａ

」
か
ど
う
か
わ

か
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、「
ゴ
マ
を
食
べ
れ
ば
若
さ
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
仮
説
は
、
だ
れ
も
検
証
し
て
い

な
い
。
そ
も
そ
も
「
若
さ
」
と
は
、
見
か
け
、
運
動
能
力
、
内
臓
機
能
、
知
能
な
ど
多
く
の
項
目
の
ど
れ
を
指
す
の
か
、

あ
る
い
は
す
べ
て
な
の
か
、
検
証
し
て
い
な
い
以
上
、
噓
と
も
言
え
な
い
が
、
本
当
と
も
い
え
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
、

B

を

Ａ

の
よ
う
に
見
せ
か
け
る
と
、
後
に
述
べ
る
「
ニ
セ
科
学
」
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

三
番
目
は
「

C

」
で
あ
る
。
知
識
や
経
験
や
技
術
が
不
足
し
て
い
る
研
究
者
は
、
時
々
と
ん
で
も
な
い
間
違

い
を
犯
す
。
し
か
し
、
本
人
は
「
大
発
見
を
し
た
」
と
思
い
込
ん
で
、
大
喜
び
で
発
表
す
る
。
し
か
し
、
S
T
A
P

細
胞
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
そ
れ
は
検
証
に
よ
り
、
す
ぐ
に
間
違
い
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

　
　
　
　
　
　
（
唐
木
英
明
『
不
安
の
構
造
―
リ
ス
ク
を
管
理
す
る
方
法
』
よ
り　

一
部
表
記
を
改
め
た
）

問
一　

空
欄

Ⅰ

と

Ⅱ

の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
小
見
出
し
と
し
て
最
も
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
次
か
ら
選
び
な
さ
い
。

　
　

ア　

不
正　
　

イ　

哲
学　
　

ウ　

技
術　
　

エ　

成
功　
　

オ　

論
理

問
二　

 

次
の
ア
〜
オ
の
文
章
は
空
欄

Ⅲ

の
部
分
に
入
る
文
章
で
あ
る
。
意
味
の
通
る
文
章
に
な
る
よ
う
ア
〜
オ

の
文
章
を
並
べ
替
え
て
回
答
欄
に
記
せ
。

ア　

技
術
の
開
発
の
歴
史
は
失
敗
の
歴
史
で
あ
り
、
人
間
は
失
敗
に
学
ん
で
、
技
術
改
良
を
続
け
て
き
た
。

イ　

 

こ
の
よ
う
に
、
技
術
と
は
、
何
か
の
問
題
を
解
決
し
て
生
活
を
豊
か
で
便
利
な
も
の
に
す
る
た
め
と
い
う

明
確
な
目
的
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ウ　

 

馬
車
や
自
動
車
や
飛
行
機
や
船
の
お
か
げ
で
人
間
の
行
動
範
囲
が
広
が
り
、
物
流
が
さ
か
ん
に
な
っ
た
の

だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
こ
れ
ら
は
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
て
い
る
。
1
0
0
％
安
全
な
技
術
な
ど
は
存
在

し
な
い
の
だ
、

エ　

そ
し
て
、
技
術
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
製
品
は
人
々
に
利
用
さ
れ
る
の
だ
が
、
失
敗
も
少
な
く
な
い
。

オ　

 

例
え
ば
火
を
使
う
暖
房
器
具
や
照
明
器
具
や
調
理
器
具
は
人
間
の
生
活
を
便
利
で
豊
か
に
す
る
一
方
で
火

災
を
引
き
起
こ
し
た
。

問
三　

傍
線
部
⑴
「
昔
の
意
味
で
の
哲
学
者
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
か
、
説
明
せ
よ
。

問
四　

傍
線
部
⑵
「
こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
で
」
と
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
と
は
何
を
指
す
か
、
説
明
せ
よ
。
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問
五　

空
欄

①

〜

④

に
当
て
は
ま
る
最
も
適
切
な
語
句
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
そ
の
記
号
を
記
せ
。

　
　

ア　

残
念
な
が
ら　
　

イ　

逆
に
言
う
と　
　

ウ　

当
然
の
こ
と
な
が
ら　
　

エ　

そ
し
て

問
六　

空
欄

Ａ

〜

C

に
入
る
適
切
な
語
句
を
次
の
中
か
ら
選
び
、
そ
の
記
号
を
記
せ
。

　
　

ア　

未
科
学　
　

イ　

正
し
い
科
学　
　

ウ　

間
違
い
科
学　
　

エ　

非
科
学　
　

オ　

超
科
学

第
三
問　
次
の
文
章
を
要
約
し
て
、
大
意
及
び
自
ら
の
考
え
を
二
百
字
以
内
で
記
せ
。

個
人
の
危
機
管
理

　

私
た
ち
に
は
い
ろ
い
ろ
な
誘
惑
が
あ
る
。
投
資
す
る
と
儲
か
る
と
い
う
話
に
の
っ
て
お
金
を
渡
し
た
の
に
、
い
つ
に

な
っ
て
も
約
束
さ
れ
た
利
益
が
入
っ
て
こ
な
い
。
よ
く
調
べ
て
み
た
ら
、
渡
し
た
お
金
は
話
に
聞
い
て
い
た
の
と
は
違

っ
た
と
こ
ろ
で
使
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
戻
っ
て
く
る
可
能
性
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
、
と
い
う
よ
う

な
こ
と
は
日
常
茶
飯
事
と
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
詐
欺
に
か
か
っ
て
被
害
に
あ
っ
た
例
で
あ
る
。
お
金
だ
け
で
は
な

く
、
権
利
や
物
を
騙だ

ま

し
取
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
詐
欺
に
よ
る
被
害
を
回
復
す
る
た
め
に
は
対
策
が
必
要
で
あ

る
。
儲
か
る
と
い
う
話
に
は
一
切
の
ら
な
い
、
あ
る
い
は
話
が
本
当
で
あ
る
か
ど
う
か
を
論
理
的
に
検
討
し
て
み
る
、

と
い
う
の
が
詐
欺
に
よ
る
被
害
を
回
避
す
る
た
め
の
基
本
的
な
危
機
管
理
で
あ
る
。
論
理
的
に
検
討
す
る
際
に
は
計
算

を
し
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。
一
般
の
社
会
活
動
で
、
犯
罪
で
は
な
い
が
詐
欺
に
著
し
く
近
い
こ
と
が
沢
山
あ
る

の
で
、
注
意
し
て
欲
し
い
。
儲
か
る
話
を
人
に
奨
め
る
と
い
う
こ
と
が
お
か
し
い
と
思
う
意
識
を
、
ま
ず
身
に
着
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
儲
か
る
の
な
ら
、
話
を
も
っ
て
き
た
本
人
が
や
れ
ば
よ
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
覆
す
理
由
は
ど
こ

に
も
な
い
。
見
ず
知
ら
ず
の
人
を
儲
け
さ
せ
る
ほ
ど
、
世
の
中
は
甘
く
な
い
。

　

毎
日
の
よ
う
に
交
通
事
故
は
起
こ
っ
て
い
る
が
、
交
通
事
故
を
よ
く
起
こ
す
人
と
あ
ま
り
起
こ
さ
な
い
人
が
い
る
の

を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
有
名
人
な
ど
の
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
人
々
に
限
っ
て
み
て
も
、
交
通
事
故
を
起
こ
す
人
は

繰
り
返
し
起
こ
し
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
繰
り
返
し
加
害
者
に
な
る
人
が
い
れ
ば
、
繰
り
返
し
被
害
者
に
な
る
人

も
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
た
ま
た
ま
交
通
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
人
や
偶
然
被
害
者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
も
多
い
。

交
通
事
故
は
不
可
抗
力
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
頻
繁
に
交
通
事
故
を
起
こ
す
人
や
交
通
事
故
の
被
害
者
に
な
る
人
が
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
交
通
事
故
の
加
害
者
あ
る
い
は
被
害
者
に
な
っ
て
い
る
人
々
の
行
動
規
範
を
調
査
す
れ
ば
、
一
定

の
傾
向
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
人
々
の
行
動
規
範
に
従
わ
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
、
交
通
事

故
の
加
害
者
あ
る
い
は
被
害
者
に
な
り
難
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
調
査
に
基
づ
い
た
危
機
管
理
を
実
施
す
れ

ば
、
交
通
事
故
も
あ
る
程
度
防
げ
る
は
ず
で
あ
る
。
飲
酒
運
転
を
し
な
い
と
い
う
の
は
当
然
と
し
て
も
、
必
要
以
上
の

ス
ピ
ー
ド
を
出
さ
な
い
、
車
間
距
離
を
と
る
、
疲
れ
て
い
る
と
き
は
運
転
し
な
い
、
ふ
ら
ふ
ら
し
て
い
る
自
動
車
に
は

近
づ
か
な
い
、
車
道
を
歩
く
と
き
に
は
自
動
車
に
注
意
す
る
、
道
路
を
横
断
す
る
と
き
に
は
左
右
に
十
分
注
意
す
る
な

ど
、
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
を
怠
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
も
、
多
く
の
交
通
事
故
は
防
げ
る
は
ず
で
あ
る
。

　

職
場
に
お
い
て
、
不
適
切
な
人
が
担
当
す
る
と
、
担
当
し
た
仕
事
を
適
切
に
処
理
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
よ
く
あ
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る
。
組
織
が
う
ま
く
運
営
で
き
な
い
原
因
は
、
適
切
な
人
が
必
要
な
と
こ
ろ
に
配
置
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い

う
場
合
が
多
い
。
人
の
配
置
は
、
組
織
運
営
の
重
要
な
部
分
で
あ
る
。
組
織
運
営
に
あ
た
っ
て
い
る
人
が
人
事
権
を
保

有
す
る
理
由
が
そ
こ
に
あ
る
。
組
織
運
営
に
あ
た
る
人
は
、
人
を
適
切
に
配
置
す
る
と
い
う
才
能
を
必
要
と
す
る
。
そ

の
よ
う
な
才
能
が
な
け
れ
ば
、
組
織
運
営
を
あ
き
ら
め
た
ほ
う
が
よ
い
。

　

し
か
し
、
一
方
で
、
仕
事
が
適
切
に
処
理
で
き
な
い
か
ど
う
か
を
判
断
さ
れ
る
ほ
う
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
配
置
に

関
す
る
判
断
が
適
切
で
あ
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
り
、
組
織
運
営
に
携
わ
っ
て
い
る
人
に
意
見
を
述
べ
る
機
会
が

与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
自
分
の
能
力
に
関
す
る
判
断
に
自
分
の
意
見
を
反
映
し
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
仕
事
を

期
待
さ
れ
た
よ
う
に
処
理
で
き
な
い
と
、
仕
事
が
嫌
い
に
な
る
よ
う
な
い
や
み
を
言
わ
れ
た
り
、
叱
責
を
受
け
た
り
す

る
。
こ
の
よ
う
な
職
場
環
境
を
改
善
す
る
に
は
、
上
司
の
顔
色
を
う
か
が
い
、
そ
の
意
向
に
従
う
し
か
な
い
。
上
司
の

顔
色
を
う
か
が
う
こ
と
は
、
職
場
に
お
け
る
基
本
的
な
危
機
管
理
で
あ
る
。
上
司
の
横
暴
を
暴
く
と
い
う
こ
と
も
で
き

な
く
は
な
い
が
、
そ
れ
を
す
る
と
、
し
ば
し
ば
大
き
な
犠
牲
を
と
も
な
う
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

毎
日
の
よ
う
に
乗
る
電
車
や
バ
ス
の
中
も
、
危
機
に
満
ち
て
い
る
。
ど
う
み
て
も
皆
に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
人
を
目

に
し
た
ら
、
誰
で
も
注
意
し
た
く
な
る
。
注
意
し
た
結
果
、
逆
恨
み
を
か
い
、
け
ん
か
に
な
っ
た
り
す
る
。
ま
た
、
男

性
は
女
性
に
近
づ
い
た
だ
け
で
、
痴
漢
の
汚
名
を
着
せ
ら
れ
る
危
険
が
あ
る
。
女
性
は
、
痴
漢
に
あ
い
屈
辱
的
な
目
に

会
う
こ
と
が
あ
る
。
知
名
度
の
高
い
人
や
社
会
的
な
地
位
の
あ
る
人
は
、
公
共
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る
と
意
図
的
に

起
こ
さ
れ
た
面
倒
な
目
に
あ
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
危
機
に
遭
遇
す
る
こ
と
を
避
け

る
た
め
に
は
、
な
る
べ
く
公
共
の
交
通
機
関
を
利
用
し
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
。
一
般
の
人
々
か
ら
み
た
ら
贅
沢
に

み
え
て
も
、
面
倒
な
こ
と
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
多
く
の
人
々
に
迷
惑
を
か
け
る
恐
れ
の
あ
る
人
は
、
危
機
管
理
の
た
め

に
特
別
に
仕
立
て
た
交
通
機
関
を
利
用
す
る
べ
き
で
あ
る
。

（
平
野
敏
右
『
危
機
管
理　

し
あ
わ
せ
の
条
件
』
よ
り　

一
部
表
記
を
改
め
た
）
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